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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも水、顔料、有機溶剤、顔料分散樹脂、及び、バインダー樹脂を含有するイン
クジェットインキであって、
　前記顔料の含有量が、インキの全重量に対して２～７重量％であり、
　前記顔料と、前記顔料分散樹脂との含有量の比が、３／１～１００／１であり、
　前記有機溶剤が、表面張力が２０～３０ｍＮ／ｍである有機溶剤、並びに、エチレング
リコール、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、２－メチル－１，３
－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、ジエチレング
リコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、及び、γ－ブ
チロラクトンからなる群から選ばれる少なくとも１種を含み、
　前記バインダー樹脂が、水溶性樹脂であり、
　前記バインダー樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）が、５０００～２９０００であり、
　前記バインダー樹脂の数平均分子量（Ｍｎ）に対する重量平均分子量（Ｍｗ）の比（Ｍ
ｗ／Ｍｎ）で表される分子量分布が１．０～２．５であり、
　前記バインダー樹脂のガラス転移温度（Ｔｇ）が、３０～１１０℃であり、
　前記バインダー樹脂の含有量が、インキの全重量に対して３～１５重量％であることを
特徴とするインクジェットインキ。
【請求項２】
　前記有機溶剤が、沸点が２３０～４００℃である有機溶剤を、インクジェットインキ全
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量に対し０～１５重量％含むことを特徴とする、請求項１記載のインクジェットインキ。
【請求項３】
　前記有機溶剤が、沸点が２７０～４００℃である有機溶剤を、インクジェットインキ全
量に対し０～５重量％含むことを特徴とする、請求項１または２に記載のインクジェット
インキ。
【請求項４】
　前記バインダー樹脂が、少なくともスチレン（メタ）アクリル系共重合体を含むことを
特徴とする、請求項１～３いずれかに記載のインクジェットインキ。
【請求項５】
　前記バインダー樹脂の酸価が、５～６０ｍｇＫＯＨ／ｇであることを特徴とする、請求
項１～４いずれかに記載のインクジェットインキ。
【請求項６】
　前記バインダー樹脂が、炭素数８～３０のアルキル鎖を有することを特徴とする、請求
項１～５いずれかに記載のインクジェットインキ。
【請求項７】
　前記表面張力が２０～３０ｍＮ／ｍである有機溶剤の含有量が、インクジェットインキ
全量に対し０．５～１０重量％であることを特徴とする、請求項１～６いずれかに記載の
インクジェットインキ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コート紙、アート紙や微塗工紙等の難吸収性基材を用いても優れた印刷画質
を有し、かつ耐性に優れる印刷物を得ることができ、かつ、インクジェットノズルからの
吐出安定性や、印刷時の乾燥性に優れるインクジェットインキに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル印刷は、オフセット印刷等の従来の有版印刷とは違い、版を必要としないこと
から、コスト削減や省スペース化が実現可能である。中でもインクジェット記録方式は、
非常に微細なノズルからインク液滴を記録部材に直接吐出、付着させて文字や画像を得る
ものであり、装置の騒音が小さく、操作性がよいという利点を有するのみならず、カラー
化が容易、かつ記録部材として紙基材を使用することができるという利点があるため、オ
フィスや家庭での出力機として広く用いられている。
【０００３】
　またインクジェット技術の向上により、産業用途においてもデジタル印刷の出力機とし
ての利用が期待され、実際に、ＰＶＣやＰＥＴ等のプラスチック基材に対し、溶剤インキ
やＵＶインキを印刷する装置が市販されている。一方で近年、環境や人に対する有害性へ
の配慮といった点から、溶剤やモノマーに対する使用規制が進められており、代わりとし
て水性インキの需要が高まっている。
【０００４】
　インクジェット用の水性インキとして、特許文献１～３のように、普通紙や写真光沢紙
のような専用紙を印刷対象としたものの開発が古くからなされている。一方近年では、イ
ンクジェット記録方式の用途拡大が期待されており、アート紙、コート紙、微塗工紙のよ
うな難吸収性基材への直接印刷のニーズが高まっている。従来のインキは紙へ液滴を吸収
させて描画を行うため、吸水性の低い基材へ印刷すると画像が滲んでしまい使用すること
ができなかった。
【０００５】
　難吸収性基材に対する画質の向上を目的として、これまでにも様々な検討がなされてき
た。例えば特許文献４には、特定範囲の沸点を有するアルキレンポリオール類とポリマー
粒子を使用したインキを用いることで、難吸収性基材上での濃淡ムラが低減し、画質に優
れた印刷物が得られることが開示されている。しかしながら、バインダー樹脂としてポリ
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マー粒子を使用すると、インクジェットヘッド中にインキを長期にわたって待機させた際
に、インクジェットノズル近傍でインキが固化しやすいといった問題があり、優れた吐出
安定性を維持することが困難であった。また、上記のインキを難吸収基材上に印刷した際
、基材上に着弾したインキが乾燥する過程で、インキが十分に濡れ広がる前にポリマー粒
子が成膜してしまい、印刷部に白抜け等が発生してしまうという問題もあった。
【０００６】
　また特許文献５には、特定範囲の重量平均分子量（Ｍｗ）を有する水溶性樹脂と界面活
性剤とを含むインキを用いることで、難吸収性基材上での印刷画質や塗膜耐性を改善した
例が開示されている。しかしながら、上記水溶性樹脂のうちＭｗの大きいもの（高分子量
体）はインキ中の液体成分が揮発した際に大幅な増粘を引き起こす要因となり、ノズル近
傍で前記の増粘が起こることで、吐出の遅れや不吐出等に繋がるといった問題があった。
【０００７】
　さらに特許文献６には、特定の構造を有する顔料分散剤、シリコーンオイル、有機溶剤
を併用したインキによって、難吸収性基材上での印刷画質と吐出安定性を両立できること
が開示されている。しかしながら、使用している有機溶剤が高沸点であるため、難吸収性
基材上において短時間で十分に乾燥させることが難しく、また所望の塗膜耐性を得ること
が困難であるという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－３５４８８８号公報
【特許文献２】特開２００４－２１０９９６号公報
【特許文献３】特開２００８－２４７９４１号公報
【特許文献４】特開２０１２－２５１０４９号公報
【特許文献５】特許第５７２０６７９号公報
【特許文献６】特開２０１３－２０３９１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、上記課題を解決すべくなされたものであって、その目的は、コート紙、アー
ト紙や微塗工紙等の難吸収性基材を用いても優れた印刷画質を有し、かつ耐性に優れる印
刷物を得ることができ、かつ、インクジェットノズルからの吐出安定性や、印刷時の乾燥
性に優れるインクジェットインキを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記の課題を解決すべく鋭意研究を重ね、表面張力が２０～３０ｍＮ／
ｍである有機溶剤、及び特定範囲の分子量分布を有する水溶性のバインダー樹脂を用いる
ことを見出し、本発明を完成させたものである。
【００１１】
　すなわち本発明は、少なくとも水、顔料、有機溶剤、顔料分散樹脂、及び、バインダー
樹脂を含有するインクジェットインキであって、
　前記顔料の含有量が、インキの全重量に対して２～７重量％であり、
　前記顔料と、前記顔料分散樹脂との含有量の比が、３／１～１００／１であり、
　前記有機溶剤が、表面張力が２０～３０ｍＮ／ｍである有機溶剤、並びに、エチレング
リコール、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、２－メチル－１，３
－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、ジエチレング
リコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、及び、γ－ブ
チロラクトンからなる群から選ばれる少なくとも１種を含み、
　前記バインダー樹脂が、水溶性樹脂であり、
　前記バインダー樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）が、５０００～２９０００であり、
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　前記バインダー樹脂の数平均分子量（Ｍｎ）に対する重量平均分子量（Ｍｗ）の比（Ｍ
ｗ／Ｍｎ）で表される分子量分布が１．０～２．５であり、
　前記バインダー樹脂のガラス転移温度（Ｔｇ）が、３０～１１０℃であり、
　前記バインダー樹脂の含有量が、インキの全重量に対して３～１５重量％であることを
特徴とするインクジェットインキに関する。
【００１２】
　また本発明は、前記有機溶剤が、沸点が２３０～４００℃である有機溶剤を、インクジ
ェットインキ全量に対し０～１５重量％含むことを特徴とする、上記記載のインクジェッ
トインキに関する。
【００１３】
　また本発明は、前記有機溶剤が、沸点が２７０～４００℃である有機溶剤を、インクジ
ェットインキ全量に対し０～５重量％含むことを特徴とする、上記記載のインクジェット
インキに関する。
【００１４】
　また本発明は、前記バインダー樹脂が、少なくともスチレン（メタ）アクリル系共重合
体を含むことを特徴とする、上記記載のインクジェットインキに関する。
【００１７】
　また本発明は、前記バインダー樹脂の酸価が、５～６０であることを特徴とする、上記
記載のインクジェットインキに関する。
【００１８】
　また本発明は、前記バインダー樹脂が、炭素数８～３０のアルキル鎖を有することを特
徴とする、上記記載のインクジェットインキに関する。

                                                                      
【００１９】
　また本発明は、前記表面張力が２０～３０ｍＮ／ｍである有機溶剤の含有量が、インク
ジェットインキ全量に対し０．５～１０重量％であることを特徴とする、上記記載のイン
クジェットインキに関する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明により、コート紙、アート紙や微塗工紙等の難吸収性基材を用いても優れた印刷
画質を有し、かつ耐性に優れる印刷物を得ることができ、かつ、インクジェットノズルか
らの吐出安定性や、印刷時の乾燥性に優れるインクジェットインキの提供が可能となった
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に、好ましい実施の形態を上げて、本発明のインクジェットインキ（以下、単に「
インキ」とも記載する）について説明する。
【００２２】
　本発明は、表面張力が２０～３０ｍＮ／ｍである有機溶剤、及び特定範囲の分子量分布
を有する水溶性のバインダー樹脂を用いることで、難吸収性基材上であっても優れた印刷
適性を有し、インクジェットノズルからの吐出安定性を確保し、かつ印刷後の塗膜の乾燥
性、耐性に優れたインクジェットインキとすることを可能としている。
【００２３】
　一般に、コート紙、アート紙や微塗工紙等の難吸収性基材は、基材自体の表面エネルギ
ーが小さく、インキを十分に濡れ広がらせるのは容易ではない。濡れ広がりが不十分であ
ると、印刷部におけるインキの埋まりもまた不十分となり、白抜け等の画像欠陥が発生す
る。また、上記基材はインキを吸収し難いため、上質紙等に印刷したときと比べ、インキ
中の溶媒の乾燥性が悪く、基材上に溶媒が長期にわたって残存することで、インキが流動



(5) JP 6658668 B2 2020.3.4

10

20

30

40

50

性を持ち続け、ドット同士がつながり、モットリング（印刷部の濃淡ムラ）が生じ、鮮明
な画像が得られない。以上のように、難吸収性基材に対する印刷にあたっては、インキの
濡れ性や乾燥性を十分に確保する必要がある。
【００２４】
　特に、水性インキの主成分である水は、他の溶媒と比べ極めて表面張力が高く、濡れ性
に悪影響を及ぼす。上記の問題点を補うべく、一般に水性インキでは水溶性有機溶剤が併
用される。水溶性有機溶剤は水に比べると表面張力が低いため、難吸収性基材上で濡れ性
を向上させるには必要不可欠である。また、疎水性が高く表面張力の小さい水溶性有機溶
剤を使用することで、難吸収性基材内部への浸透を促進させることができ、乾燥性の向上
やモットリング改善が可能となる。結果として、難吸収基材上であっても白抜けやモット
リングを抑え、印刷画質に優れた印刷物を得ることが可能となる。
【００２５】
　一方水性インキでは、印刷物に十分な塗膜耐性を付与するため、バインダー樹脂を併用
することが一般的であり、また、高分子量のバインダー樹脂ほど、印刷後の耐性に優れる
ことが知られている。水性インキで使用されるバインダー樹脂として、大別して水溶性樹
脂と水分散性樹脂微粒子がある。一般に水分散性樹脂微粒子は、水溶性樹脂よりも分子量
の大きいものを用いることが可能であり、また分散状態でインキ中に存在するため、配合
量も水溶性樹脂の場合より増やすことができるといった特徴がある。しかしながら、上記
の疎水性が高く表面張力の小さい水溶性有機溶剤と一緒に使用した場合、樹脂微粒子が前
記有機溶剤に溶解してしまうという問題が起こる。特に、インクジェットノズル端面等の
気液界面では、水が揮発してしまい疎水性溶剤が濃縮されることで、樹脂微粒子の溶解が
促進される。更に、乾燥に伴い疎水性溶剤が揮発することで、樹脂成分の析出・皮膜化、
そしてインキの固化が発生してしまう。樹脂微粒子の場合、一度成膜してしまうとインキ
に再溶解しないため、固着した樹脂成分によって吐出性が損なわれ、強力なヘッド洗浄等
を実施しない限り復帰しなくなる。また、難吸収基材上でインキが乾燥する過程において
、インキが十分に基材上で濡れ広がる前に成膜することで流動性を失い、印刷部に白抜け
等が発生しやすくなる。
【００２６】
　上記問題点を解決するためには、水分散性樹脂微粒子と、高沸点の有機溶剤とを併用し
インキの保湿性を高める必要がある。しかしながら高沸点の有機溶剤は、難吸収性基材上
で残存しやすく、水のみを使用した場合と同様に、モットリングが発生してしまう。また
、印刷後の塗膜の乾燥性が低下し、指触した際の塗膜剥がれや、耐性の悪化につながって
しまう。
【００２７】
　一方、バインダー樹脂として水溶性樹脂を使用した場合、水分散性樹脂微粒子と異なり
、樹脂自身に溶解性があることから、疎水性が高く表面張力の小さい水溶性有機溶剤と一
緒に使用した場合、気液界面において水が揮発した後も、樹脂成分が即座に析出・皮膜化
することはない。しかしながらインキの増粘は発生し、このような増粘がインクジェット
ノズル端面で起きると、やはり吐出遅れ等の問題に繋がる。特に樹脂の分子量が大きくな
る程、難吸収基材上でインキ中の溶媒が乾燥する過程において、インキが十分に濡れ広が
る前に増粘することで流動性を失い、白抜け等の画質の悪化を招く可能性がある。さらに
上記の通り、水分散性樹脂微粒子と比べて、使用できる樹脂の分子量やインキ中の配合量
が小さく、塗膜耐性の改善効果に劣るといった問題もある。
【００２８】
　本発明者らは、コート紙、アート紙や微塗工紙等の難吸収性基材を用いても優れた印刷
画質を有し、かつ耐性に優れる印刷物を得ることができ、かつ、インクジェットノズルか
らの吐出安定性や、印刷時の乾燥性に優れるインクジェットインキとするため鋭意検討し
た結果、少なくとも表面張力が２０～３０ｍＮ／ｍである有機溶剤を含み、バインダー樹
脂として数平均分子量（Ｍｎ）に対する重量平均分子量（Ｍｗ）の比（Ｍｗ／Ｍｎ）で表
される分子量分布幅が１．０～２．５である水溶性のバインダー樹脂を使用することで、
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上記品質を満たすインクジェットインキが得られることを見出し本発明に至った。
【００２９】
　上記のように難吸収性基材は、基材自体の表面エネルギーが低いことから、表面張力が
２０～３０ｍＮ／ｍと小さい有機溶剤を用いることで、難吸収性基材上での濡れ性を確保
し、白抜けの少ない画質を得ることが可能となる。また十分に濡れ広がることで基材上に
着弾した後のドットの面積が大きくなり、浸透や揮発による乾燥性の向上にも繋げること
ができ、結果としてドット滲みを抑えモットリングも少ない、鮮明な画像品質を得ること
ができると考えられる。
【００３０】
　また上記に加え、バインダー樹脂として数平均分子量（Ｍｎ）に対する重量平均分子量
（Ｍｗ）の比（Ｍｗ／Ｍｎ）で表される分子量分布幅が１．０～２．５である水溶性のバ
インダー樹脂を用いることで、従来よりも吐出安定性、印刷物の画質や塗膜耐性に優れた
印刷物が得られることが見出された。分子量分布幅が小さく高分子体の少ない水溶性樹脂
を用いることで、疎水性が高く表面張力の小さい水溶性有機溶剤と併用しても、気液界面
におけるインキの増粘を抑えることができると考えられる。このことにより、吐出遅れを
改善し吐出安定性を改善できるだけでなく、印刷時は、溶媒が揮発する中でもインキが流
動性を保持し、濡れ性を向上させ均一なドットとすることが可能となり、白抜け等のない
印刷画質に優れた印刷物を得ることが可能となると考えられる。さらに、好適な範囲の分
子量分布幅を有する、すなわち低分子量体の少ない水溶性バインダー樹脂を用いることで
、十分な塗膜耐性を有する印刷物を得ることができると考えられる。
【００３１】
　上記のように、吐出安定性、印刷物の画質や塗膜耐性を両立したインキを得るためには
、表面張力の小さい水溶性有機溶剤と、好適な分子量分布幅を有する水溶性バインダー樹
脂との併用が必須不可欠である。なお、上記のメカニズムは推論であり、何ら本発明を限
定するものではない。
【００３２】
　以下に本実施形態の主要となる各成分について述べる。
【００３３】
＜有機溶剤＞
　本実施形態で用いられる有機溶剤は、上記の通り、難浸透性基材を始めとした基材に対
する濡れ性や、インキの乾燥性の向上だけでなく、インクジェットノズルからの吐出性の
確保等の観点から選択される。
【００３４】
　難浸透性基材上であっても優れた濡れ性を有し、ドット同士の滲みを抑制させモットリ
ングの少ない印刷品質を得るという観点から、本発明で用いられる有機溶剤のうち少なく
とも１種は、表面張力が２０～３０ｍＮ／ｍである有機溶剤である必要がある。
【００３５】
　本実施形態における表面張力とは２５℃の環境下におけるＷｉｌｈｅｌｍｙ法（プレー
ト法、垂直板法）により測定された表面張力を指す。本実施形態に用いられる有機溶剤の
表面張力は、２２ｍＮ／ｍ以上３０ｍＮ／ｍ以下であることがより好ましく、２４ｍＮ／
ｍ以上３０ｍＮ／ｍ以下であることがさらに好ましい。
【００３６】
　また本発明では、難吸収基材上においても優れた印刷適性を有し、更に乾燥性や吐出安
定性を兼ね備えたインクジェットインキが得られる点で、表面張力が２０～３０ｍＮ／ｍ
である有機溶剤のうち、沸点が２３０℃よりも小さい水溶性有機溶剤を使用することがよ
り好ましく、１５０～２２５℃である水溶性有機溶剤を使用することが特に好ましい。な
お、上記表面張力は、例えば表面張力計（協和界面科学社製ＣＢＶＰ－Ｚ）を用い、２５
℃環境下で白金プレート法によって測定することができる。また本発明において「沸点」
とは１気圧下における沸点を表すものであり、例えば熱分析装置を用い測定する事ができ
る。
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【００３７】
　表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上３０ｍＮ／ｍ以下である有機溶剤であればどのような溶剤
でも単独、もしくは複数使用可能である。例えば、１，２－ペンタンジオール、１，２－
ヘキサンジオール、エチレングリコール－２－エチルヘキシルエーテル、ジエチレングリ
コールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノヘキシルエーテル、ジプロピレン
グリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノプロピルエーテル、ジプロ
ピレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノメチルエーテル、
ジエチレングリコールメチルブチルエーテル、トリエチレングリコールメチルブチルエー
テル、トリプロピレングリコールジメチルエーテル、トリエチレングリコールモノブチル
エーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエー
テル、ジエチレングリコールモノプロピルエーテル、ジエチレングリコールモノペンチル
エーテル、トリエチレングリコールモノプロピルエーテル、トリエチレングリコールモノ
ブチルエーテル、３－メトキシ－１－ブタノール、３－メトキシ－３－メチルブタノール
、ジエチレングリコールジエチルエーテル、トリエチレングリコールジエチルエーテル、
テトラエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチルエーテ
ル、トリエチレングリコールメチルエチルエーテル、テトラエチレングリコールメチルエ
チルエーテル、テトラエチレングリコールブチルメチルエーテル、プロピレングリコール
モノメチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコール
ジメチルエーテル等が挙げられるがこれらに限定されない。上記に例示した有機溶剤の中
でも、沸点が２３０℃以下であり、かつ、アルカンジオール系や、末端の炭素鎖の炭素数
が３以上であるグリコールエーテル系溶剤が、好ましく用いられる。中でもより好ましく
は沸点が１５０～２２５℃であるアルカンジオール系溶剤であり、さらに好ましくは１，
２－ヘキサンジオールである。
【００３８】
　本発明で用いられる表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上３０ｍＮ／ｍ以下である有機溶剤の含
有量は、難吸収基材上での印刷画質と、吐出安定性を両立するという観点から、インクジ
ェットインキ全重量の０．１重量％以上２０重量％以下とすることが好ましい。より好ま
しくは０．５重量％以上１５重量％以下であり、さらに好ましくは５重量％以上１０重量
％以下である。
【００３９】
　本発明のインクジェットインキでは、乾燥性や印刷画質が損なわれない範囲の含有量で
あれば、高沸点の有機溶剤を使用することができる。本発明で用いられる高沸点の有機溶
剤として、難吸収基材上であっても十分な乾燥性を有し、またドット滲みを抑制すること
でモットリングの少ない鮮明な印刷画質を得るという観点から、沸点が２３０～４００℃
である有機溶剤を、インクジェットインキ全量に対し０～１５重量％含むことが好ましく
、より好ましくは０～１０重量％である。なお本発明において「０重量％」とは、対象と
なる有機溶剤を含まないことを表す。
【００４０】
　さらに、乾燥性、印刷画質に加え、好適な塗膜耐性を得るという観点から、沸点が２７
０～４００℃である有機溶剤を、インクジェットインキ全量に対し０～５重量％含むこと
が好ましい。より好ましくは０～２．５重量％であり、０～１重量％であることが特に好
ましい。
【００４１】
　本発明において使用することができる、沸点が２３０～４００℃の有機溶剤の具体例と
して、グリセリン、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ジプロピレングリ
コール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、３－メチル－１，５－ペ
ンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、トリエチレングリコールモノメチルエーテ
ル、テトラエチレングリコールジメチルエーテル、２－ピロリドン、Ｎ－メチルオキサゾ
リジノン、ε－カプロラクトン等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。ま
た上記に例示した有機溶剤のうち、沸点が２７０～４００℃の有機溶剤の具体例として、
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グリセリン、テトラエチレングリコールジメチルエーテル等が挙げられる。
【００４２】
　なお、本発明の効果を損なわない範囲内であれば、上記以外の有機溶剤を単独もしくは
複数併用することができる。具体的には、沸点が２３０℃未満である有機溶剤を含むこと
が好ましく、特に、沸点が２００℃未満である有機溶剤を含むことが好ましい。前記好ま
しい有機溶剤として、例えばエチレングリコール、１，２－プロパンジオール、１，３－
プロパンジオール、２－メチル－１，３－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、
１，３－ブタンジオール、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノエチルエーテル、γ－ブチロラクトン等が挙げられるが、これらに限定されるも
のではない。上記の中でも、難吸収基材上であっても優れた乾燥性を確保する観点から、
１，２－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール等の１，２－アルカンジオールを使
用することが好ましい。
【００４３】
　本実施形態で用いられる有機溶剤の配合量の合計は、インクジェットインキ全量に対し
５～４０重量％であることが好ましい。中でも、難浸透性基材上であっても十分な濡れ性
と乾燥性を確保し、優れた画像品質が得られる観点から、配合量の合計として１０～３５
重量％以下であることがより好ましい。
【００４４】
＜バインダー樹脂＞
　本発明で用いられるバインダー樹脂は、難吸収基材上であっても優れた濡れ性を有し、
疎水性の高い有機溶剤を使用してもインクジェットノズルから安定した吐出性が確保でき
るという観点から、樹脂の数平均分子量（Ｍｎ）に対する重量平均分子量（Ｍｗ）の比（
Ｍｗ／Ｍｎ）で表される分子量分布幅が１．０～２．５である水溶性樹脂である必要があ
る。難吸収基材上における濡れ性や、インクジェットヘッドにおける吐出安定性を更に向
上できる点から、樹脂のＭｗ／Ｍｎは１．０～２．０であることが特に好ましい。樹脂の
Ｍｗ／Ｍｎを２．５以下とすることで、インクジェットヘッド中でインキを長期待機させ
た際、ノズル端面でのインキ増粘を抑制し、吐出遅れや不吐出等の問題を防止することが
できる。さらに、難吸収基材上においてインキが揮発する過程で十分に濡れ広がらせるこ
とができ、印刷画質に優れた印刷物を得ることができる。また１．０以上とすることで、
印刷物の耐性が良好となる。
【００４５】
　なお本発明において「水溶性樹脂」とは、室温（２５℃）下、樹脂が水に対して１０％
以上の溶解性を有する、すなわち樹脂と水が均一系を形成していることを表す。
【００４６】
　本発明で用いられるバインダー樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）はインクジェットノズル
から安定した吐出性を確保し、難吸収基材上であっても優れた濡れ性を有し、また難吸収
基材上であっても優れた塗膜耐性を得るという観点から３０００～３００００であること
が好ましく、５０００～２５０００であることがより好ましい。特に好ましくは１０００
０～２００００である。重量平均分子量（Ｍｗ）を３００００以下とすることで、インク
ジェットノズル端面でインキ中の水分が揮発した際のインキ増粘を抑制することができ、
３０００以上とすることで、印刷物の耐性が良好となる。
【００４７】
　本実施形態におけるバインダー樹脂の重量平均分子量は常法によって測定することがで
きる。例えば、ＴＳＫｇｅｌカラム（東ソー社製）を用い、ＲＩ検出器を装備したＧＰＣ
（東ソー社製、ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ）で、展開溶媒にＴＨＦを用いて測定したポリス
チレン換算の重量平均分子量として測定される値である。
【００４８】
　本発明で用いられる水溶性のバインダー樹脂としてはアクリル系、スチレン（メタ）ア
クリル系、ウレタン系、スチレンブタジエン系、塩化ビニル系、ポリオレフィン系等が挙
げられる。インクジェットノズルからの安定した吐出性を確保するという観点からスチレ
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ン（メタ）アクリル系共重合体のバインダー樹脂を用いることが特に好ましい。
【００４９】
　バインダー樹脂としてスチレン（メタ）アクリル系共重合体を用いる場合、インクジェ
ットノズル端面でインキの水分が揮発した際にインキの増粘を抑制し、安定した吐出性を
確保するという観点から、前記バインダー樹脂の構造中に炭素数８～３０のアルキル鎖を
有することが好ましい。なお、さらに吐出安定性を向上させる観点から、アルキル鎖の炭
素数としてより好ましくは１０～２８であり、さらに好ましくは１５～２５である。
【００５０】
　炭素数８～３０のアルキル鎖は、直鎖であっても分岐していてもよいが、直鎖状のもの
が好ましい。具体的には、２－エチルヘキシル基（Ｃ８）、オクチル基（Ｃ８）、デシル
基(Ｃ１０)、ラウリル基(Ｃ１２)、ミリスチル基(Ｃ１４)、セチル基(Ｃ１６)、ステアリ
ル基(Ｃ１８)、アラキル基(Ｃ２０)、ベヘニル基(Ｃ２２)、リグノセリル基(Ｃ２４)、セ
ロトイル基(Ｃ２６)、モンタニル基(Ｃ２８)、メリッシル基(Ｃ３０)等が挙げられる。
【００５１】
　一般に共重合体は、構成するモノマーの配列によって、ランダム共重合体、交互共重合
体、ブロック共重合体、グラフト共重合等に分類される。本発明のバインダー樹脂は、上
記のいずれの形態であっても差し支えないが、構成するモノマーの特性を十分に発揮させ
られる観点から、ブロック共重合体、またはグラフト共重合体であることが好ましい。な
お、ブロック共重合体やグラフト共重合体を形成する各ユニットは、単独のモノマーから
形成されていても、複数のモノマーのランダム共重合体であってもよい。また上記のバイ
ンダー樹脂は、公知の方法により合成することも、市販品を用いることもできる。
【００５２】
　本実施形態では、バインダー樹脂のガラス転移点温度（Ｔｇ）を高くすることで耐擦性
、耐薬品性等の耐性をより向上させることが可能であり、３０～１１０℃の範囲とするこ
とが好ましく、より好ましくは５０～１００℃の範囲である。ガラス転移点温度が５０℃
以上であると、より良好な耐性を得やすく、実用においても印刷物からの印刷の剥がれを
抑制することができる。また、ガラス転移点温度が１００℃以下であると、印刷物を折り
曲げた際の印刷面のワレ、ヒビの発生を抑制できる。
【００５３】
　なお、本実施形態のガラス転移点温度は、ＤＳＣ（示差走査熱量計）を用いて求めた値
である。具体的には、バインダー樹脂を乾固したサンプル約２ｍｇをアルミニウムパン上
で秤量したのち、該試験容器をＤＳＣ測定ホルダーにセットし、５℃／分の昇温条件にて
得られるチャートの吸熱ピーク温度を、本明細書におけるガラス転移温度とする。
【００５４】
　本実施形態で用いられるバインダー樹脂の酸価は、耐水性や耐薬品性等の耐性を向上さ
せるという観点から１～１００ｍｇＫＯＨ／ｇであることが好ましく、５～６０ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇであることがより好ましい。
【００５５】
　本実施形態のバインダー樹脂のインキ組成中における含有量は、不揮発分でインキの全
重量の０．５重量％以上１５重量％以下の範囲であることが好ましく、３重量％以上１０
重量％以下であることがより好ましい。
【００５６】
＜顔料＞
　本発明で用いる顔料は、無機顔料、有機顔料の何れも使用することができる。これらの
顔料は１種類を単独で使用しても、２種類以上を併用してもよい。顔料の含有量はインキ
の全重量に対して０．１重量％～２０重量％、好ましくは１重量％～１０重量％、より好
ましくは２重量％～７重量％である。
【００５７】
　顔料として無機顔料を使用する場合、酸化チタン、亜鉛華、硫化亜鉛、鉛白、炭酸カル
シウム、沈降性硫酸バリウム、ホワイトカーボン、アルミナホワイト、カオリンクレー、
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タルク、ベントナイト、黒色酸化鉄、カドミウムレッド、べんがら、モリブデンレッド、
モリブデートオレンジ、クロムバーミリオン、黄鉛、カドミウムイエロー、黄色酸化鉄、
チタンイエロー、酸化クロム、ビリジアン、チタンコバルトグリーン、コバルトグリーン
、コバルトクロムグリーン、ビクトリアグリーン、群青、紺青、コバルトブルー、セルリ
アンブルー、コバルトシリカブルー、コバルト亜鉛シリカブルー、マンガンバイオレット
、コバルトバイオレット等を挙げることができる。
【００５８】
　また有機顔料としてはアゾ顔料、フタロシアニン顔料、アントラキノン顔料、キナクリ
ドン顔料、イソインドリノン顔料、キノフタロン顔料、染料レーキ顔料、蛍光顔料等が挙
げられる。
【００５９】
　具体的にカラーインデックスで例示すると、シアン顔料としてはＣ. Ｉ. Ｐｉｇｍｅｎ
ｔ Ｂｌｕｅ １, ２, ３, １５：１, １５：３, １５：４, １５：６, １６, ２１, ２２
, ６０, ６４等が挙げられる。
【００６０】
　またマゼンタ顔料としてはＣ. Ｉ. Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ ５, ７, ９, １２, ３１, 
４８, ４９, ５２, ５３, ５７, ９７, 1１２, １２０, １２２, １４６, １４７, １４
９, １５０, １６８, １７０, １７７, １７８, １７９, １８４, １８８, ２０２, ２０
６, ２０７, ２０９, ２３８, ２４２, ２５４, ２５５, ２６４, ２６９, ２８２、Ｃ. 
Ｉ. Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｖｉｏｌｅｔ １９, ２３, ２９, ３０, ３２, ３６, ３７, ３８, 
４０, ５０等が挙げられる。
【００６１】
　またイエロー顔料としてはＣ. Ｉ. Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｙｅｌｌｏｗ １, ２, ３, １２, 
１３, １４, １６, １７, ２０, ２４, ７４, ８３, ８６, ９３, ９４, ９５, １０９, 
１１０, １１７, １２０, １２５, １２８, １２９, １３７, １３８, １３９, １４７, 
１４８, １５０, １５１, １５４, １５５, １６６, １６８, １８０, １８５, ２１３等
が挙げられる。
【００６２】
　またブラック顔料としては、ファーネス法、チャネル法で製造されたカーボンブラック
が挙げられる。中でも、これらのカーボンブラックであって、一次粒子径が１１～４０ｎ
ｍ、ＢＥＴ法による比表面積が５０～４００ｍ2／ｇ、揮発分が０．５～１０％、ｐＨ値
が２～１０等の特性を有するものが好適である。このような特性を有する市販品として、
例えばＮｏ.３３、４０、４５、５２、９００、２２００Ｂ、２３００、ＭＡ７、ｍＡ８
、ＭＣＦ８８（以上、三菱化学製）、ＲＡＶＥＮ１２５５（コロンビアンカーボン製）、
ＲＥＧＡ３３０Ｒ、４００Ｒ、６６０Ｒ、ＭＯＧＵＬ Ｌ、ＥＬＦＴＥＸ４１５（以上、
キャボット製）、Ｎｉｐｅｘ９０、Ｎｉｐｅｘ１５０Ｔ、Ｎｉｐｅｘ１６０ＩＱ、Ｎｉｐ
ｅｘ１７０ＩＱ、Ｎｉｐｅｘ７５、Ｐｒｉｎｔｅｘ３５、Ｐｒｉｎｔｅｘ８５、Ｐｒｉｎ
ｔｅｘ９５、Ｐｒｉｎｔｅｘ９０、ＰｒｉｎｔｅｘＵ（以上、エボニックデグサ製）等が
あり、何れも好ましく使用することができる。
【００６３】
　なお、カーボンブラックのほかにも、本発明で使用することができるブラック顔料とし
て、例えば、アニリンブラック、ルモゲンブラック、アゾメチンアゾブラック等が挙げら
れる。また、上記のシアン顔料、マゼンタ顔料、イエロー顔料や、下記のブラウン顔料、
オレンジ顔料等の有彩色顔料を複数使用し、ブラック顔料とすることもできる。
【００６４】
　また上記以外の顔料としてはＣ. Ｉ. Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ ７, １０, ３６、Ｃ
. Ｉ. Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｒｏｗｎ ３, ５, ２５, ２６、Ｃ. Ｉ. Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｏｒ
ａｎｇｅ ２, ５, ７, １３, １４, １５, １６, ２４, ３４, ３６, ３８, ４０, ４３,
 ６２, ６３, ６４, ７１等が挙げられる。
【００６５】



(11) JP 6658668 B2 2020.3.4

10

20

30

40

50

＜顔料分散樹脂＞
　長期間のインキの安定性を維持するため、上記の顔料はインキ中に分散して使用される
。顔料の分散方法としては、酸化処理や樹脂被覆等により顔料を表面改質し、分散剤なし
で分散させる方法や、界面活性剤や樹脂を分散剤として用いる方法がある。より安定なイ
ンキとするためには、分散剤を使用して顔料を分散させることが好ましく、分散剤として
樹脂（以下、顔料分散樹脂と記載する）を用いることが特に好ましい。
【００６６】
　顔料分散樹脂としてはアクリル系、スチレン（メタ）アクリル系、マレイン酸系、スチ
レンマレイン酸系、αオレフィンマレイン酸系、ウレタン系、エステル系等が挙げられる
。中でも、顔料の吸着を強固にし、顔料分散体を安定化させるという観点から、アクリル
樹脂、及び／またはスチレン（メタ）アクリル系樹脂を使用することが好ましい。
【００６７】
　顔料分散樹脂の重量平均分子量は５０００～１０００００であることが好ましい。重量
平均分子量５０００以上とすることで分散安定性を好適なものとすることができ、また１
０００００以下とすることで吐出安定性を良好なものとすることができる。より好ましく
は重量平均分子量１００００～５００００であり、更に好ましくは１５０００～３０００
０である。なお、顔料分散樹脂の重量平均分子量は、上記のバインダー樹脂の場合と同様
に測定することができる。
【００６８】
　顔料と顔料分散樹脂の比率は１／１～１００／１であることが好ましい。顔料分散樹脂
の比率を１／１以上にすることで、インキの粘度をインクジェットインキとして好適なも
のに抑えることができ、１００／１以下にすることで、分散性、及び分散後の安定性を良
好なものとすることができる。顔料と顔料分散樹脂の比率としてより好ましくは２／１～
５０／１、更に好ましくは３／１～２０／１である。
【００６９】
＜界面活性剤＞
　本実施形態の水性インクジェットインキは、表面張力を調整し、基材、特に難吸収性基
材上の濡れ性を確保する目的で界面活性剤（以下、単に「活性剤」と記載することもある
）を使用することができる。界面活性剤としては、アセチレン系、シリコン系、アクリル
系、フッ素系等用途に合わせて様々なものが知られているが、インキの表面張力を十分に
下げ優れた濡れ性を確保するという観点から、少なくともアセチレン系界面活性剤、及び
／またはシリコン系界面活性剤を使用することが好ましい。界面活性剤の添加量の例とし
ては、インキの全重量に対して、０．１重量％以上５重量％以下が好適であり、０．２重
量％以上４重量％以下がより好ましい。
【００７０】
＜水＞
　本発明のインクジェットマゼンタインキに含まれる水としては、種々のイオンを含有す
る一般の水ではなく、イオン交換水（脱イオン水）を使用するのが好ましい。
【００７１】
　本発明で使用することができる水の含有量としては、インキの全重量の２０～９０重量
％の範囲であることが好ましい。
【００７２】
＜その他の成分＞
　また、本実施形態のインキは、上記の成分の他に、必要に応じて所望の物性値を持つイ
ンキとするために、消泡剤、防腐剤等の添加剤を適宜に添加することができる。これらの
添加剤の添加量は、インキの全重量に対して、０．０１重量％以上１０重量％以下が好適
である。
【００７３】
＜インキセット＞
　本発明のインキは単色で使用してもよいが、用途に合わせて複数の色を組み合わせたイ
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ンキセットとして使用することもできる。組み合わせは特に限定されないが、シアン、イ
エロー、マゼンタの３色を使用することでフルカラーの画像を得ることができる。また、
ブラックインキを追加することで黒色感を向上させ、文字等の視認性を上げることができ
る。更にオレンジ、グリーン等の色を追加することで色再現性を向上させることも可能で
ある。白色以外の印刷媒体へ印刷を行う際にはホワイトインキを併用することで鮮明な画
像を得ることができる。
【００７４】
＜インキの調製方法＞
　上記したような成分からなる本実施形態のインキの調製方法としては、下記のような方
法が挙げられるが、本実施形態のインキの調製方法は、これらに限定されるものではない
。
【００７５】
　まず、少なくとも顔料分散剤（例えば顔料分散樹脂）と、水とが混合された水性媒体（
以下、「水性化溶液」と記載することもある）に顔料を添加し、混合撹拌（プレミキシン
グ）した後、後述の分散手段を用いて分散処理を行い、必要に応じて遠心分離処理を行っ
て顔料分散液を得る。次に、必要に応じて前記顔料分散液に、バインダー樹脂、有機溶剤
（好ましくは水溶性有機溶剤）、及び、上記で挙げたような添加剤成分を適宜加え、撹拌
、また必要に応じて濾過し、本実施形態のインキとすることができる。
【００７６】
　上記のインキの調製方法において、分散処理を行う前に、プレミキシングを行うのが効
果的である。プレミキシング操作は、顔料表面の濡れ性を改善し、顔料表面への分散剤の
吸着を促進することができるため、好ましい。
【００７７】
　また顔料の分散処理に使用される分散機は、一般に使用される分散機なら、如何なるも
のでもよいが、例えば、ボールミル、ロールミル、サンドミル、ビーズミル及びナノマイ
ザー等が挙げられ、中でもビーズミルが好ましく使用される。ビーズミルとしては、例え
ばスーパーミル、サンドグラインダー、アジテータミル、グレンミル、ダイノーミル、パ
ールミル及びコボルミル（何れも商品名）等が挙げられる。
【００７８】
　本実施形態のインキはインクジェット記録用であるので、ノズルの耐目詰り性等の要請
から、顔料として、最適な粒度分布を有するものを用いることが好ましい。所望の粒度分
布を有する顔料を得る方法としては、先に挙げたような分散機の粉砕メディアのサイズを
小さくする方法、粉砕メディアの充填率を大きくする方法、処理時間を長くする方法、粉
砕後フィルタや遠心分離機等で分級する方法、及びこれらの方法の組み合わせ等が挙げら
れる。なおインキの粒度分布は、例えば日機装株式会社製マイクロトラックＵＰＡ１５０
を用いて測定することができる。
【００７９】
＜記録媒体＞
　本実施形態のインキは、難吸収性基材に特に好適に用いることができる。難吸収性基材
とは、水を吸収し難い、もしくは吸収速度が遅い記録媒体のことであり、具体的には、ブ
リストー法（Ｊ．ＴＡＰＰＩ紙パルプ試験方法Ｎｏ．５１－８７）により測定した、水に
対する吸収係数が０～０．６ｍｌ／ｍ2ｍｓｅｃ1/2であるものを指す。なお上記の吸収係
数は、例えば熊谷理機工業社製自動走査吸液計を用いることで測定することができる。具
体的には上記装置と水を使用し、接触時間１００～１０００ミリ秒の間で得られた水の吸
液量（ｍｌ／ｍ2）と接触時間の平方根（ｍｓｅｃ1/2）の関係図から、最小二乗法により
求められる直線の勾配を吸収係数とする。
【００８０】
　難吸収性基材の具体例として、例えばコート紙、アート紙、キャスト紙、微塗工紙、合
成紙の様な紙基材；ポリカーボネート、硬質塩ビ、軟質塩ビ、ポリスチレン、発砲スチロ
ール、ＰＭＭＡ、ポリプロピレン、ポリエチレン、ＰＥＴ等のプラスチック基材；アルミ
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、ステンレス等の金属基材；ガラス等が挙げられるがこれらに限定されない。なお、本実
施形態のインクジェットインキは、普通紙、布帛、木材等の難吸収性基材以外のものにも
好適に用いることができる。
【００８１】
＜印刷方法＞
　本実施形態のインクジェットインキは、インクジェットヘッドのノズルからインキを吐
出させ、印刷基材上にインキ液滴を付着させる印刷方法で用いられる。
【実施例】
【００８２】
　以下、実施例及び比較例を挙げて本発明を更に具体的に説明する。尚、以下の記載にお
いて、「部」及び「％」とあるものは特に断らない限りそれぞれ「重量部」、「重量％」
を表す。
【００８３】
＜バインダー樹脂１の製造例＞
　ガス導入管、温度計、コンデンサー、攪拌機を備えた反応容器に、ブタノール９３．４
部を仕込み、窒素ガスで置換した。反応容器内を１１０℃に加熱し、重合性単量体として
アクリル酸５部、メタクリル酸メチル８０部、２－エチルヘキシルアクリレート１５部、
および重合開始剤であるＶ－６０１（和光純薬工業社製）６部の混合物を２時間かけて滴
下し、重合反応を行った。滴下終了後、さらに１１０℃で３時間反応させた後、Ｖ－６０
１（和光純薬工業社製）０．６部を添加し、さらに１１０℃で１時間反応を続けて、バイ
ンダー樹脂１の溶液を得た。上記バインダー樹脂１の溶液を室温まで冷却した後、ジメチ
ルアミノエタノールを７．１部添加し中和したのち、水を１００部添加し、水性化した。
その後、１００℃以上に加熱し、ブタノールを水と共沸させてブタノールを留去したのち
、固形分が４０％になるように調整することで、ランダム重合体である、水溶性のバイン
ダー樹脂１の固形分４０％の水性化溶液を得た。
【００８４】
＜バインダー樹脂２～１７の製造例＞
　重合性単量体として表１記載の単量体を使用する以外はバインダー樹脂１と同様の操作
にて、ランダム重合体である、水溶性のバインダー樹脂２～１７の固形分４０％の水性化
溶液を得た。
【００８５】
＜バインダー樹脂１８の製造例＞
　国際公開第２００８／１３９９８０号、実施例２１記載の方法を利用して、Ａ－Ｂブロ
ック重合体であるバインダー樹脂１８を製造した。具体的には、第一ブロックの重合にお
いて、重合性モノマーとしてメタクリル酸を用い、８０℃で２時間反応させ、再沈殿させ
ることで、ヨウ素の付加した第一ブロック共重合体を得た。前記第一ブロック共重合体の
重量平均分子量（Ｍｗ）は６０００であった。
次いで、上記第一ブロック共重合体、及び重合性モノマーとしてスチレンとメタクリル酸
メチルとラウリルメタクリレートを１５：６５：１５の重量比にて使用し、８０℃で２．
５時間反応させ、再沈殿させることで、上記第一ブロックのヨウ素付加部位が、スチレン
とメタクリル酸メチルとラウリルメタクリレートからなる第二ブロックで置換されたＡ－
Ｂブロック共重合体であるバインダー樹脂１８を得た。なお、前記バインダー樹脂１８の
重量平均分子量（Ｍｗ）は１８０００であった。
上記で得たバインダー樹脂１８を、１．５倍の重量の水と混合・攪拌し、完全に溶解させ
ることで、Ａ－Ｂブロック重合体である、バインダー樹脂１８の水性化溶液（固形分４０
％）を得た。
【００８６】
＜バインダー樹脂１９の製造例＞
　攪拌器、温度計、滴下ロート、還流器を備えた反応容器に、イオン交換水４０部と乳化
剤としてアクアロンＫＨ－１０(第一工業製薬製)０．２部とを仕込んだ。一方、２－エチ
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ルヘキシルアクリレート１５部、メタクリル酸メチル６９部、アクリル酸１部、スチレン
１５部、イオン交換水５３部および乳化剤としてアクアロンＫＨ－１０（第一工業製薬社
製）１．８部を、別途ホモミキサーで攪拌混合し、乳化液とした。
【００８７】
　前記乳化液を５部分取し、上記の反応容器に加えた。添加後、内温を６０℃に昇温し十
分に窒素置換した後、過硫酸カリウムの５％水溶液３部、および無水重亜硫酸ナトリウム
の１％水溶液４部を添加し重合を開始した。反応開始後、内温を６０℃に保ちながら上記
の乳化液の残りと過硫酸カリウムの５％水溶液２部、および無水重亜硫酸ナトリウムの１
％水溶液の６部を１．５時間かけて滴下し、さらに２時間攪拌を継続した。反応終了後、
温度を３０℃まで冷却し、ジエチルアミノエタノールを添加して、ｐＨを８．５とした。
さらにイオン交換水で固形分を４０％に調整しすることで、水分散性樹脂微粒子であるバ
インダー樹脂１９の水性化溶液（固形分４０％）を得た。
【００８８】
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【表１】

【００８９】
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　なお、表１に記載された略語は、以下の通りである。
Ｓｔ：スチレン
ＡＡ：アクリル酸
ＭＡＡ：メタクリル酸
ＭＭＡ：メタクリル酸メチル
ＢＡ：ブチルアクリレート
２ＥＨＡ：２－エチルヘキシルアクリレート
ＬＭＡ：ラウリルメタクリレート
ＳＴＭＡ：ステアリルメタクリレート
ＶＡ：ベヘニルアクリレート
【００９０】
＜顔料分散液の製造例＞
　顔料としてＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３を２０部、顔料分散樹脂としてスチレン
アクリル樹脂（分子量：２５０００、酸価：２００）の固形分５０％水性化溶液を１０部
、水７０部を混合し、ディスパーで予備分散した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
１８００ｇを充填した容積０．６Ｌのダイノーミルを用いて本分散を行い、顔料分散液を
得た。
【００９１】
＜実施例１のインキの製造例＞
　顔料分散液を２０部、バインダー樹脂１の水性化溶液を１５部、ジエチレングリコール
モノブチルエーテル１０部、サーフィノール４４０（エアプロダクツ社製アセチレンジオ
ール系界面活性剤）０．５部、を混合容器に順次投入したのち、インキ全体で１００部に
なるように水を加えて調整し、ディスパーで十分に均一になるまで攪拌した。その後、孔
径１μｍのメンブランフィルターで濾過を行い、ヘッドつまりの原因となる粗大粒子を除
去し、実施例１のインキを作成した。
【００９２】
＜実施例２～３８、比較例１～４のインキの製造例＞
　表２記載の原料を用いて実施例１のインキの製造例と同様にして実施例２～３８、比較
例１～４のインキの作成を行った。
【００９３】



(17) JP 6658668 B2 2020.3.4

10

20

30

40

50

【表２】

【００９４】
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　なお、表２に記載された略語は、以下の通りである。
ＭＢ：３－メトキシブタノール（沸点：１５７℃、表面張力：２９．３ｍＮ／ｍ）
１,２－ＰｅｎＤ：１，２－ペンタンジオール（沸点：２０６℃、表面張力：２７．７ｍ
Ｎ／ｍ）
１，２－ＨｅｘＤ：１，２－ヘキサンジオール（沸点：２２４℃、表面張力：２６．４ｍ
Ｎ／ｍ）
ＢＤＧ：ジエチレングリコールモノブチルエーテル（沸点：２３１℃、表面張力：２７．
９℃）
１，２－ＰＤ：１，２－プロパンジオール（沸点：１８８℃、表面張力：３５．１ｍＮ／
ｍ）
ＥＧ：エチレングリコール（沸点：１９８℃、表面張力：４７．１ｍＮ／ｍ）
１,２－ＢＤ：１，２－ブタンジオール（沸点：１９１℃、表面張力：３１．６ｍＮ／ｍ
）
１,５－ＰｅｎＤ：１，５－ペンタンジオール（沸点：２４２℃、表面張力：４２．２ｍ
Ｎ／ｍ）
ＤＭＴｅＧ：テトラエチレングリコールジメチルエーテル（沸点：２７５℃、表面張力：
３３．３ｍＮ／ｍ）
グリセリン（沸点：２９０℃、表面張力：６２．０ｍＮ／ｍ）
活性剤：サーフィノール４４０（エアプロダクツ社製、アセチレンジオール系界面活性剤
）
【００９５】
＜実施例１～３８、比較例１～４：インキの評価＞
　作成したインキについて下記の評価を行った。得られた評価結果は表２に示した。
【００９６】
＜評価１：初期吐出性＞
　京セラ社製ヘッド（ＱＡ０６ＮＴＢ）を搭載したインクジェット吐出装置に、各インキ
を充填した。ノズルチェックパターンを印刷し、全てのノズルから正常にインキが吐出さ
れていることを確認してから１分間放置した後、周波数３０ｋＨｚ、６００×６００ｄｐ
ｉの印字条件で印字率１００％のベタ印刷を行った。その際、１００％ベタの打ち始めの
部分が印刷されているか目視及びルーペで確認を行うことで、初期吐出性の評価を行った
。評価基準は下記のとおりであり、ＡＡ、Ａ、Ｂ評価が実用可能領域である。なお、印刷
基材として王子製紙社製のＯＫトップコート＋（コート紙）を用いた。
　　ＡＡ：目視及びルーペで確認しても、打ち始めの部分に、全く欠けが見られず初発が
　　　　　出ていた
　　Ａ：目視では欠けが見られないが、ルーペで確認すると僅かに欠けが見られた
　　Ｂ：目視で僅かに欠けが見られた
　　Ｃ：目視で明らかに打ち始めの部分に欠けが見られ、初発が出ていなかった
【００９７】
＜評価２：間欠吐出性＞
　上記評価１と同様の印刷条件、印刷基材を用いて印字率１００％のベタ印刷を行った。
印刷後に２５℃の環境下で一定時間インクジェット吐出装置を待機させ、その後にノズル
チェックパターンの印刷を行い、ノズル抜けが起こっているのか目視確認することで、間
欠吐出性の評価を行った。評価基準は下記のとおりであり、ＡＡ、Ａ、Ｂ評価が実用可能
領域である。
　　ＡＡ：３時間待機させた後に印刷してもノズル抜けが全くなかった
　　Ａ：２時間待機させた後に印刷してもノズル抜けが全くなかったが、３時間待機させ
　　　　た後に印刷するとノズル抜けが発生した
　　Ｂ：１時間待機させた後に印刷してもノズル抜けが全くなかったが、２時間待機させ
　　　　た後に印刷するとノズル抜けが発生した
　　Ｃ：１時間待機させた後に印刷するとノズル抜けが１～９本発生していた
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　　Ｄ：１時間待機させた後に印刷するとノズル抜けが１０本以上発生していた
【００９８】
＜評価３：ベタ埋まり＞
　上記評価１と同様の印刷条件、印刷基材を用いて印字率１００％のベタ印刷を行った。
印刷後に７０℃エアオーブンを用いて印刷物を１分間乾燥させた後、印刷物の白抜け度合
を目視及びルーペで確認することで、ベタ埋まりの評価を行った。評価基準は下記のとお
りであり、ＡＡ、Ａ、Ｂ評価が実用可能領域である。
　　ＡＡ：目視及びルーペで白抜けが全く見られなかった
　　Ａ：ルーペでは僅かに白抜けが見られたが、目視で白抜けが見られなかった
　　Ｂ：目視で僅かに白抜けが見られた
　　Ｃ：目視で明らかに白抜けが見られた
【００９９】
＜評価４：モットリングの評価＞
　上記評価１と同様の印刷条件、印刷基材を用いて印字率１００％のベタ印刷を行った。
印刷後に７０℃エアオーブンを用いて印刷物を１分間乾燥させた後、印刷物のモットリン
グの発生度合いを目視及びルーペで確認することで、モットリングの評価を行った。評価
基準は下記のとおりであり、ＡＡ、Ａ、Ｂ評価が実用可能領域である。
　　ＡＡ：モットリングが発生せず、目視及びルーペで印刷物の濃度ムラが見られなかっ
　　　　　た
　　Ａ：ルーペでは濃度ムラが僅かに見られたが、目視では濃度ムラが見られなかった
　　Ｂ：モットリングが僅かに発生し、目視でも僅かに濃度ムラが見られた
　　Ｃ：モットリングが明らかに発生し、目視でも濃度ムラが見られた
【０１００】
＜評価５：紙面乾燥性の評価＞
　上記評価１と同様の印刷条件、印刷基材を用いて印字率１００％のベタ印刷を行った。
印刷後に７０℃エアオーブン内に静置し、一定時間ごとに取り出して印刷物を指触するこ
とで、紙面乾燥性の評価を行った。評価基準は下記のとおりであり、ＡＡ、Ａ、Ｂ評価が
実用可能領域である。
　ＡＡ：乾燥時間３０秒で指触してもタック感がなく、塗膜が乾燥していた
　Ａ：乾燥時間１分で指触してもタック感がなく、塗膜が乾燥していたが、３０秒時点で
　　　は乾燥していなかった
　Ｂ：乾燥時間１分３０秒で指触してもタック感がなく、塗膜が乾燥していたが、１分時
　　　点では乾燥していなかった
　Ｃ：乾燥時間１分３０秒で指触してもタック感があり、塗膜が乾燥していなかった
【０１０１】
＜評価６：塗膜耐性の評価＞
　上記評価１と同様の印刷条件、印刷基材を用いて印字率１００％のベタ印刷を行った。
印刷後に７０℃エアオーブンを用いて印刷物を１分間乾燥させた後、綿棒にエタノール５
０％水溶液を染み込ませたもので印刷物をラビングし、インキが剥がれ、下地が見えるま
でのラビング回数を確認することで、塗膜耐性の評価を行った。評価基準は下記のとおり
であり、ＡＡ、Ａ、Ｂ評価が実用可能領域である。
　　ＡＡ：下地が見えるまでのラビング回数が２０回以上であった
　　Ａ：下地が見えるまでのラビング回数が１５～１９回であった
　　Ｂ：下地が見えるまでのラビング回数が１１～１４回であった
　　Ｃ：下地が見えるまでのラビング回数が１０回以下であった
【産業上の利用可能性】
【０１０２】
　本発明のインクジェットインキは、コート紙、アート紙や微塗工紙等の難吸収性基材を
用いても優れた印刷画質を有し、かつ耐性に優れる印刷物を得ることができるものであり
、特に前記基材を用いた商業印刷向けの高速・高記録解像度のインクジェット印刷におい
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